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1.はじめに 

本校では、環境省レッドリスト絶滅危惧 IA 類指定

のコイ科淡水魚、ニッポンバラタナゴ （Rhodeus 

ocellatus kurumeus ）を養育している。 

繁殖期のニッポンバラタナゴのメスはドブガイ類

（Andonta 属）に産卵するが、一般的なため池の定期

的な水抜きが行われなくなり、ヘドロが堆積するよう

になった。その結果、ドブガイ類が窒息し、個体数が

減少した。それに伴い、ニッポンバラタナゴの個体数

が減少した。そこで、私たちの先輩は産卵母貝のドブ

ガイの簡易垂下養育装置の開発を行った。 

 

2.目的 

私たちは、ドブガイの個体数減少の原因となったヘ

ドロを化学的に分解する方法を模索した。よく知られ

ているヘドロの分解方法に、鉄イオンと硫化水素を反

応させるものがあるが、これは硫化鉄が堆積すること

が課題である。そこで、水酸化鉄(Ⅲ)コロイドでヘド

ロを分解できるのではないかと考えた。 

 

3.方法 

ビーカーを６個に純水 20g、ヘドロ 20g 入れ、それ

ぞれ水酸化鉄(Ⅲ)コロイドを 0g、5g、5g、10g、10g、

15g 入れて(１)、(２)、(３)、(４)、(５)、(６)とし

た。水酸化鉄(Ⅲ)コロイド溶液の蒸発と好気性微生物

の分解活動を抑制するために、すべてのビーカーにラ

ップフィルムをかけた。この状態で２日間置き、堆積

物層の厚みを定規で測定した。 

 

4.結果 

(１)が最もヘドロ

の量が減少してお

り、水生ミミズが観

察された。(２)～

(６)はヘドロの上に

黄橙色の沈殿が生じ

た。 

 

5.考察 

(１)については、ヘドロの中の水生ミミズが分解を

したからだと考えられる。黄橙色の沈殿については、

土以外の堆積物はドブガイが窒息する原因となるの

で今回の問題解決にはふさわしくないと考えた。 

 

6.今後の展望 

今回の実験を通して、水生ミミズに分解能力がある

と考え、学校の池の水生ミミズの生態について調べた

り、どんな条件でどのくらい分解できるのかを実験し

たりすることを考えている。 
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